
幸 こ
う

松 ま
つ

の
地
名

ち
め
い

（
下
） 

 

前
号
で
述
べ
た
七
ヵ
村
の
村
名
は
、
幸
松
村
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
大
字
名
と
し
て
現
在
残
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
使
用
さ
れ
た
地
名
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
を
参
考
と
し
て
、
つ
ぎ
に
解
説
す
る
。 

〔
小
淵
〕
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
※
１

に
村
内
百
餘
尊
権
現
の
縁
起
に
據 よ

れ
ば
、
当
時
今
の
古
利
根
川
殊
に
大
河
に
し
て
当
所
は
水
底
深
き
大

淵
な
り
し
ゆ
へ
、
巨
淵
と
號
せ
し
よ
り
地
名
に
を
は
せ
し
を
後
に
文
字
を
假 か

借
し
ゃ
く

し
て
小
淵
と
書
改
と
い
へ
り
。
こ
の
説
は
当
を
得
た
も
の
と

地
名
誌
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

〔
不
動
院
野
〕
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
※
２

に
元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）
の
開
発
な
り
、
古
へ
は
隣
村
小
淵
村
不
動
院
の
寺
領
な
ど
に
て
、

村
名
も
か
く
呼
へ
る
な
ら
ん
と
土
人
の
伝
な
り
、
又
空
間
の
原
野
に
て
属
す
る
處

と
こ
ろ

も
な
く
、
不
動
院
よ
り
人
を
出
し
草
な
ど
刈
取
り
し
か
ば

今
の
如
く
云
習
は
し
遂
に
村
名
と
な
り
し
な
ら
ん
と
も
伝
へ
り
、
と
あ
る
。 

〔
八
丁
目
〕『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
昔
村
民
前
と
い
へ
る
も
の
開
発
し
後
又
元
和
年
中
若
狭
と
云
う
も
の
次
で
開
き
し
と
い
う
と
あ
る
が
、

埼
玉
県
地
名
誌
で
は
八
丁
目
と
は
八
丁
免
の
意
で
荘
園
時
代
の
新
浦
地
頭
の
人
給
田
で
あ
る
。
さ
れ
ば
八
丁
目
は
す
で
に
荘
園
時
代
に
そ
の
名

を
得
た
地
で
筑
前
・
若
狭
の
開
発
は
再
開
で
あ
ろ
う
と
解
し
て
い
る
。
筆
者
も
高
台
地
域
に
つ
い
て
は
同
感
で
あ
る
。
筑
前
・
若
狭
の
開
発
し

た
の
は
新
田
・
浦
・
樋
籠
の
小
字
区
域
と
解
す
。 



〔
樋
籠
〕
「
埼
玉
県
地
名
誌
」
に
よ
る
と
、
樋
籠
は
正
保
（
一
六
四
四
年
）
の
改
め
に
は
樋
籠
新
田
と
云
わ
れ
、
元
禄
（
一
七
〇
〇
年
）
の
改

め
に
て
樋
籠
村
と
な
っ
た
。
ヒ
ロ
ウ
と
は
ヒ
ゴ
メ
（
樋
籠
・
樋
込
）
が
本
来
の
呼
び
方
で
あ
っ
た
と
み
る
。
樋
と
は
用
水
の
樋
と
解
さ
れ
、
さ

ら
に
コ
メ
に
は
集
ま
る
の
意
が
あ
る
。
さ
れ
ば
ヒ
ゴ
メ
と
は
用
水
の
樋
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
村
と
解
す
る
。 

〔
牛
島
〕
「
埼
玉
県
地
名
誌
」
に
は
、
ウ
シ
ジ
マ
は
ウ
チ
（
内
）
ジ
マ
の
意
と
み
ら
れ
、
シ
マ
に
は
⑴
川
添
い
の
耕
地
⑵
村
の
意
が
あ
る
。
お

そ
ら
く
川
荒
れ
に
よ
り
お
こ
っ
た
地
名
と
み
る
と
あ
る
。 

 

小
野
文
雄
先
生
（
春
日
部
市
史
監
修
者
）
著
の
「
埼
玉
県
の
歴
史
」
の
中
で
國
府
へ
の
道
（
古
道
）
は
、
武
蔵
國
は
東
山
道
に
属
し
て
お
り

東
山
道
か
ら
國
府
ま
で
の
五
駅
の
一
つ
で
あ
る
浮
島
の
駅

う
ま
や

の
地
で
後
に
牛
島
と
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
る
。 

〔
樋
堀
〕
「
埼
玉
県
地
名
誌
」
に
は
、
樋
と
は
用
水
路
の
樋
を
さ
し
、
堀
と
は
用
水
路
の
意
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
を
尊
重
し

て
考
え
る
に
、
こ
の
地
域
に
あ
る
用
水
堀
・
樋
は
古
利
根
川
に
流
入
す
る
最
も
近
い
所
に
あ
る
の
で
こ
の
地
名
と
な
っ
た
と
解
す
る
。 

〔
新
川
〕
『
武
蔵
國
郡
村
誌
』
に
、
新
川
は
按
ず
る
に
正
保
改
定
図
に
は
新
川
新
田
と
載
せ
元
禄
改
定
図
に
は
新
川
村
と
載
す
土
人
の
伝
え
に

古
下
総
國
下
河
辺
郷
に
属
し
宝
暦
九
年
に
武
蔵
國
に
属
せ
し
と
云
と
あ
り
。
一
説
に
は
庄
内
古
川
は
、
渡
良
瀬
川
の
下
流
に
て
太
日
川
と
呼
ば

れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
河
川
の
流
路
の
変
化
に
よ
る
下
総
國
の
上
流
の
水
害
を
防
除
す
る
た
め
、
村
の
中
央
部
を
堀
割
っ
て
流
水
の
便

を
図
っ
た
の
で
武
蔵
國
側
の
利
根
川
を
古
川
と
称
し
た
の
に
対
し
、
新
川
と
し
た
由
縁
で
そ
の
地
名
が
付
さ
れ
た
と
解
す
る
。 

 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
四
年
七
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 



※
１ 

原
本
は
「
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
』
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
「
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
」
に
修
正
し
た
。 

※
２ 
原
本
は
「
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
と
な
っ
て
い
た
の
を
「
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
」
に
修
正
し
た
。 

  


